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皆
さ
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
和
セ
ン
タ
ー
、佐
野
セ
ン
タ
ー

五

月

一
日

オ

ー

プ

ン

い ま足立区では 、皆 さんの 日常 生活に役 立つ 情報

の提供、教 養文化の向上 、健康体力の増進などが 身

近 かな ところ で。できるよ う、各地区に施設づくりを

すすめてい ます。

皆 さんのご利用 を、お待 ちし ています。

東
和
セ
ン
タ
ー

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
教
育
館
、

体
育
館
、
図
書
館
、
保
健
相
談
所
、
住
区

セ
ン
タ
ー
(
老
人
館
、
児
童
館
、
集
会
晧

設
)
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
区
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
二

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
東
和
社
会
教
育
館

青
少
年
団
体
、
文
化
団
体
の
会
合
、
講

習
会
な
ど
の
催
し
に
、
社
会
活
動
、
交
流

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
開
始

五
月
一
日

団
体
登
録
受
付

四
月
十
四
日
か
ら

五
月
分
使
用
申
込

四
月
二
十
一
日
か
ら

く
わ
し
く
は
、
東
和
社
会
教
育
館
(
　

六
二
八
-
六
二
〇
一
)
へ
。

□
東
和
体
育
館

地
域
の
方
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
施
設
で
す
。

使
用
開
始

五
月
一
日

使
用
申
込

四
月
二
十
一
日
か
ら

く
わ
し
く
は
、
東
和
体
育
館
(

　
六
二

八
一
六
二
〇
匸

へ
。

□
東
和
図
書
館

東
和
セ
ン
タ
ー
ニ
階
に
、
五
月
ナ
五
日

か
ら
開
館
し
ま
す
。
絵
本
、
児
童
図
書

、

計
約
二
万
五
千
冊
の
図
書
が
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
東
和
図
書
館
(

　
六
二

八
一
六
二
〇
三
)

へ
。

□
東
和
保
健
相
談
所

東
和
保
健
相
談
所
は
、
東
和
四
丁
目
か

ら
三
月
二
十
七
日
(
土
)
の
午
後
に
セ
ン

タ
ー
内
に
移
転
し

、
二
十
八
日
(
日
)

の

休
日
診
療
か
ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
東
和
保
健
相
談
所
(

　

六
〇
六
-
四
一
七
コ

へ
。

佐
野
セ
ン
タ
ー

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
教
育
館
、

体
育
館
、
図
書
館
、
住
区
セ
ン
タ
ー
(
老

人
館
、
児
童
館

、
集
会
施
設
)
、
出
張
所

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お

、
住
区
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
二

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
佐
野
社
会
教
育
館

青
少
年
団
体
、
文
化
団
体
の
会
合
、
講

習
会
な
ど
の
催
し
に
、
社
会
活
動

、
交
流

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
開
始

五
月
一
日

団
体
登
録
受
付

四
月
十
四
日
か
ら

五
月
分
使
用
申
込

四
月
二
十
一
日
か
ら

く
わ
し
く
は
、
佐
野
社
会
教
育
館
(

　

六
二
八
-
三
二
七
三
)
へ

。

□
佐
野
体
育
館

地
域
の
方
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
施
設
で
す
。

使
用
開
始

五
月
一
日

使
用
申
込

四
月
二
十
一
日
か
ら

く
わ
し
く
は
、
佐
野
体
育
館
(

　
六
二

八
上
二
二
七
三
)
へ
。

□
佐
野
図
書
館

佐
野
セ
ン
タ
上
二
階
に
五
月
十
五
日
か

ら
開
館
し
ま
す
。
絵
本

、
児
童
図
書

。
一

般
図
書

、
計
約
二
万
二
千
冊
の
図
書
が
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
佐
野
図
書
館
(
-
‘
六
二

八
-
三
二
七
五
)
へ
。

□
佐
野
出
張
所

現
在
の
第
十
八
出
張
所
管
轄
の
環
七
以

北
と
、
神
明
出
張
所
管
轄
の
一
部
を
合
わ

せ
て
。四
月
十
二
日
(
月
)
か
ら
業
務
を

行
い
ま
す
。

新
管
轄
区
域
谷
中
三
丁
目
一
〇
番
～
二

〇
番
、
谷
中
五
丁
目
、
大
谷
田
一
丁
目

一
五
丁
目
、
佐
野
一
・
二
丁
目
、六
木

丁

二
丁
目

く
わ
し
く
は
、
佐
野
出
張
所
(
I
(
二

八
-
三
二
七
こ

へ
。

東和センター( 案内略図)

佐野センター( 案内略図)

東 和社 会教育館( 施設使用料)

佐 野 社 会 教 育 館( 施設使用料)

東 和体育館( 佐野体育 館も同じ)
( 1)団 体使用料

( 2) 個人使用 料

備考・・・使 用時問に は、爆傷、後片付け の時間 を含みます。

佐野センター東和センター

葦
立
ち

三
月
二
十
七
日
の
日
曜
日
、
暖
か
く

な
っ
た
春
の
日
ざ
し
を
浴
び
て
、
北
干

住
の
キ
タ
ロ
ー
ド

ー
○
一
〇
ア
ー
ケ
ー

ド
と
二
十
三
区
で
初
め
て
の
綾
瀬
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
完
成
祝
賀
式
が
あ
り

ま
し
た
。
私
も
出
席
し
ま
し
た
が
、
沢

山
の
人
が
集
ま
り
、
お
祭
の
よ
う
な
に

ぎ
や
か
さ
で

、
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

私
は
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
い
く

つ
か
の
重
点
晧
策
を
掲
げ
、
さ
ら
に
飛

躍
を
期
し
て

、
区
制
五
十
周
年
に
あ
た

る
今
年
度
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

活
力
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

も
重
点
施
策
の
一
つ
で
す
。

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
の
場
と
し
て

、
地
域
で
「
コ
ミ
セ
ン
」

と
い
わ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
住
区
セ
ン

タ
ー
が
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
今
号
で
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
地
城
の
も
の
と

し
て

、
区
民
の
方
々
相
互
の
暖
か
い
手

に
よ
っ
て
育
て
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
と
思
い
、
五
十
五
年
度
よ
り
地
元

に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す

。

な
か
で
も
、
こ
の
春
開
館
し
た
ば
か

り
の
五
反
野
住
区
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は

、
地
域
の
強
い
要
望
に
よ
り

、

設
計
段
階
か
ら
地
元
で
充
分
協
議
を
重

ね
、
地
域
に
合
っ
た
施
設
づ
く
り
が
で

き
ま
し
た
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や
高

齢
者
の
作
業
室
を
設
置
し
た
の
も

、
今

ま
で
の
施
設
に
な
い
特
徴
で
す

。

こ
れ
か
ら
の
住
区
晧
設
づ
く
り
も

、

地
元
の
ご
意
見
ご
要
望
を
充
分
取
入
れ
、

地
域
の
方
々
が
自
分
達
の
施
設
と
し
て

活
用
載
け
る
よ
う
、
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。区

長

古
性
直
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心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

住
区
セ
ン

タ
ー

昭
和
五
十
七
年
度
中
に
1
5施
設
に

心 豊かなふ れあいのあ るま
ちづ く り の 核 と し て 、 住 民 自 主

雪 理 万式 で 始 め ま 匚 か倖 ぼ 。扣ッ

タ ーが 、 昭 和57 年 度 中 に15MI 3-

をか ぞ え るほ ど に な り ま し た 。

地 域 社 会 で の コ ミ ュニ テ ィ セ ン

タ ー と し て 管 理 運 営 さ れ 、 住 民

和 彑 の 連帯 感 の 醸 成 と 、 ま ちづ
く り の 輸 の 広 が り に 活 用 さ れ て

い ま す 。

発
展
す
る
住
区
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
卜
五
年
度

、
五
十
六
年
度
で
九

地
区
の
住
区
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
五
卜
七
年
度
に
は
、
四
月
一

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
五
反
野
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て

、
花

保
、
東
和

、
佐
野
、
島
根
、
弘
道
と
六
地

区
の
住
区
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
予
定

で
す

。

こ
れ
は

、
地
域
住
民
の
方
々
の
、
わ
が

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
多
く
の
熱
意
と
努

力
が
原
動
力
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
各
層
の

万
々
に
よ
っ
て
、
自
主
的
に
管
理
運
営
さ

れ
、
人
間
性
豊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、大
き
く

発
罠
し
て
い
ま
す
。

い
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
は

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
総
て
地
域
住
民
の

各
層
の
方
々
が
管
理
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は

、
区
が
管
理
運
営
を
す
る
よ
り
も
、

活
動
す
る
主
体
で
あ
る
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
で
、
管
理
運
営
を
し
て
い
く
方
が
。
地

域
に
根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
、
よ
り
卜
分
に
発
揮
で

き
る
か
ら
と
い
え
ま
す
。

昼
間
は
、
こ
ど
も
の
遊
び
場
で
あ
る
児

童
館
が
、
そ
し
て

、
お
年
寄
り
の
い
こ
い

の
場
で
あ
る
老
人
館
が
、
夜
間
や
休
館
日

に
は
地
域
の
諸
団
体
の
集
会
場
と
な
り
、

ま
た
地
域
の
お
母
さ
ん
方
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、

集
会
室
は
、
年
末
年
始
を
の
ぞ
い
て

、
常

時
利
用
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

、
広
範
な
人
々
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

。
話
し
合
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
住
区
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
多
目
的
に
、
気
軽
に
利
用
し
な
が

ら

、
利
用
者
同
志
が
、
施
設
を
自
分
達
の

も
の
と
し
て
大
切
に
し
て
い
く
な
か
か
ら
、

相
互
信
頼
、
協
力
な
ど
が
育
ち

、
連
帯
意

識
が
広
が
り
、
連
帯
し
て
築
く
心
の
ふ
れ

あ
い
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
保
、
東
和
、佐
野
の

各
住
区
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
引

き
続
い
て
、
花
保
住
区
セ
ン
タ
ー
(
四
月

二
十
日
)
、東
和
ヽ
佐
野
両
住
区
セ
ン
タ
ー
(

五
月
一
日
)
が
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

花
保
住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
都
営
住
宅
の

一
階
部
分
に
、
東
和
と
佐
野
の
両
セ
ン
タ

ー
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
(
一
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
)
の
一
階
部
分
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
集
会

施
設

、
児
童
館
、
老
人
館
、
学
童
保
育
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
東
和

、
佐
野
両
住
区
セ
ン
タ
ー

の
学
童
保
育
室
は
来
年
開
室
の
予
定
で
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し

て

、
大
い
に
ご
利
用

、
ご
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

□
集
会
施
設
(
会
議
室
)

会
議
室
は
。
定
貝
五
十
名
程
度
で
講
習

会
、
話
し
合
い
な
ど
の
会
合
に
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
児
童
館

、
老
人
館
の
休
館

日
と
夜
間
は
、
全
館
を
住
区
集
会
施
設
と

し
て
、
多
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

利
用
時
間
帯

午
前
・
午
後
・
夜
間
の
三

区
分
で

、
連
続
利
用
も
で
き
ま
す

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
十
時

休
館
日

毎
月
第
三
日
曜
日
の
次
の
月
曜

日
(
清
掃
休
館
日
)

、
お
よ
び
年
末
年

始
(
ヤ
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
)

申
込
方
法

利
用
日
の
三
ヵ
月
前
か
ら
、

住
区
セ
ン
タ
ー
の
受
付
で
申
し
込
み
で

き
ま
す
(
電
話
で
の
受
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
)

□
児
童
館

遊
戯
室
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
卓
球
、

輪
投
げ
、
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
な
ど
が

備
え
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
工
作
室
、
'図
書
室
に
も
そ
れ

ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
た
設
備
が
整
っ
て
い

ま
す
。

開
館
時
間
午
前
九
時～
午
後
五
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
三
日
曜

日
(
家
庭
の
日
)
お
よ
び
年
末
年
始
(
十

二
月
二
十
九
日
じ
I
月
三
日
)
、国
民
の

祝
日
(
こ
ど
も
の
日
を
除
く
)

□
老
人
館

大
広
間
や
娯
楽
室
に
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ

ー
ヤ
ー
や
、
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
な
ど

が
あ
る
ほ
か
、
バ
ン
パ
ー
、
あ
ん
ま
器
が

あ
り
ま
す

。

ま
た

、
佐
野
住
区
セ
ン
タ
ー
に
は

、
風

呂
が
設
置
さ
れ
、
東
和
、
。花
保
両
セ
ン
タ

ー
に
は
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
が
設
置
さ
れ
て

い
る
な
ど
。
お
年
寄
り
の
方
々
の
た
め
の

諸
設
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
三
日
曜

日
(
家
庭
の
日
匸
お
よ
び
年
末
年
始

(
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
)
、国

民
の
祝
日
(

敬
老
の
日
を
除
く
)

◎
利
用
方
法
、
運
営
に
つ
い
て
く
わ
し
く

は
、
各
住
区
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
花
保
住
区
セ
ン
タ
ー

(
　
八
八
四
-
一
二
二
九
)

◆
東
和
住
区
セ
ン
タ
ー

(
　
六
二
八
1

六
二
〇
六
)

◆
佐
野
住
区
セ
ン
タ
ー

(
　
六
二
八
-
三
二
七
七
)

住 区 施 設 一 覧
花保住区 センター( 仮称) 案内略図
( 東 和・佐野の各住区 センターの 略図 は一 面に)

住区・ブロックとは

住
区
施
設
の
名
称
が
住
区
セ
ン

タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(

略
し
て
コ
ミ
セ
冫
)
と
わ
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
異
な
っ
た
施
設
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
方
々
が
、
管
理
運
営
委

貝
会
を
開
い
て
、
名
称
を
決
め
て

い
ま
す
の
で
、
'そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
合
わ
せ
た
名
称
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
区
民
の
皆
さ
ん

が
中
心
に
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し

た
皆
さ
ん
の
施
設
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
建
設
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
広
範
な
人
々
が
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
運
営
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
住
区

区
で
は
、「
連
帯
し
て
築
く
、心

の
ふ
れ
あ
い
の
豊
か
な
ま
ち
」
(基

本
構
想
)
を
築
い
て
い
く
た
め
の

か
と
つ
の
単
位
と
し
て
、
小
学
校

の
通
学
区
域
程
度
の
ひ
ろ
が
り
を
、

「
住
区
」
と
考
え
て
い
ま
す
。「
住
区
」

は
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
遊
び
ま

わ
っ
て
い
る
範
囲
や
ン
王
婦
た
ち

が
普
段
の
買
物
を
し
て
い
る
範
囲

な
ど
、
多
く
の
住
民
の
方
々
の
日

常
生
活
に
結
び
つ
い
た
活
動
領
域

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
ブ
ロ
ッ
ク

区
で
は
。
幹
線
道
路
や
河
川
等

を
境
と
し
て
、
区
内
を
十
三
の
地

域
に
区
切
り
、「
ブ
ロ
ッ
ク
」と
呼

ん
で
い
ま
す
。

「
ブ
ロ
ッ
ク
」は
、
約
半
径
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
区
域
程
度
の
ひ
ろ
が

り
を
も
ち

、「
住
区
」と
区
全
体
と

の
間
の
媒
介
的
領
域
と
し
て

、「
住

区

」
と
と
も
に
「
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
す
す
め
て
い
く
た
め
の

ひ
と
つ
の
単
位
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

みんなの住区センターです

S. 239, 000


